
下水道のためのディスポーザ排水処理システム性能基準（案）

（社）日本下水道協会

適合評価機関(第三者機関)による性能評価が実施

業務用ディスポーザ排水処理システムは、

適合評価機関に性能評価のための原単位調査、流入原水組成の

検証が必要とされており、妥当性の評価が強く要望されている。

項目 組成 BOD SS n-Hex
抽出物質

ディスポーザ
排水

標準生ごみ

２５０ｇ

５L/一人用

５，５００ ７，０００ ７００

台所排水 台所排水

３０L/一人用
６００ ４００ ７０

合計流入濃度 １，３００ １，３４０ １６０

◎性能評価試験としての戸建・集合住宅の

試験用流入濃度は基準化されている
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対象施設の区分

ファーストフード店、ファミリーレストラン、ラーメン店、
中華料理店、和食店など

一般業務施設

日々の食数や水量、使用状況が大きく変化する施設

総合病院、給食センター、社員食堂、老人ホーム
など

日々の食数の変化が少ない施設
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特定業務施設（病院等）
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業務用施設厨房排水の原単位

擬似厨房排水の組成の適正化・妥当性評価

●業務用原単位の設定の標準化

・業種別に流入濃度が大きく異なる

・調査が十分になされていない

流入水

標準生ごみ

厨房排水

ミニスケールモデルのフロー

特定業務施設

一般家庭の台所排水の

実態調査より（n=10）

0.6mm以下の粒度の確保のためミキサー
粉砕し、VSS/SSが96.6％になるように組
成割合を調製し、実態に近い擬似厨房排
水を作成できた｡
また、設定された原単位により､安全側で
の評価が可能となった。

業務用ディスポーザ排水
処理システムの概要

本研究の総括

本研究の目的

検討1

業務用施設の調査

厨房排水濃度

実施設の調査
○生ごみ →重量測定

○厨房排水

文献調査

高濃度負荷での
性能評価試験

高水量負荷での
性能評価試験

●厨房排水の組成の標準化

業務用ディスポーザ排水処理システム

の評価試験法

検討2

処理水質、生物相、汚泥転換率の検証

特定業務施設試験一般業務施設試験
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生物好気反応槽内の生物相

線虫類

輪虫類

繊毛虫類

鞭毛虫類

Nematoda

Entosiphon sp.

Trepomonas sp.

Peranema sp.

Rotaria sp.
Vorticella sp.
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ミニスケール試験

下水管渠等

好気または

嫌気可溶化槽

好気性物
反応槽

沈殿槽

排水処理部

○業務用の業種別の生ごみと厨房排水の原単位を明らかにし、性能評価

試験のための原単位を決定することができた。

○性能評価における標準擬似台所排水組成を決定することができた。

○適正な業務用ディスポーザ排水処理システムの適合評価試験法を確立化

した。

○ディスポーザ排水処理システムの業務用の性能評価のための基盤を確立

できた。また、日本下水道協会の性能基準（案）の基盤創りに貢献できた。

更に、これらの成果はオイルボール対策への貢献も可能となることが明らか

になった。

ディスポーザ

業務用施設（病院）

②維持管理要領の評価

一般業務施設性能評価書

①性能試験評価

特定業務施設性能評価書

一般業務施設性能試験 特定業務施設性能試験

ﾗｰﾒﾝ店など 老人ﾎｰﾑなど

基本的な性能試験評価を行う
第一段階評価

現場設置ごとの個別物件評価

①個別物件実施設計図書の審査
②個別維持管理要領の評価

個別物件適合評価書

第二段階評価
現場ごとの個別評価を行う

●業務用標準排水組成の検討
試験用標準排水組成の処理性能試験の実施

ミニスケール試験において試験用標準排水組成は処理
性能および汚泥転換率に対し適正と考えられた。

生ごみ量

生物写真

・0.6mm以下が全体の97.3%と粒度が小さい
・SS中のVSS/SSが96.6%と有機物割合が高い

一般業務施設0.47g･SS/g･BOD
特定業務施設0.42g･SS/g･BOD

排水配管部

ホテル、レストラン等の業務用生ごみ破砕物による
オイルボール（CSO) の問題解決の重要性大

業務用ディスポーザ排水処理システムの

業種別の原単位濃度の解明

環境負荷低減による環境再生効果
に大きく貢献するものと示唆された。

実態にあった性状確保

検討１の結果から
標準化された

3001,2501,29020L特定業務施設
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試験装置流入濃度

●処理水質

●生物相

●汚泥転換率
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業務用施設の原単位調査の実施

一般業務施設

特定業務施設

擬似台所排水組成

チキンオイル・サラダ油・台所洗剤
標準生ごみ

厨房

試験対象

汚泥移送

(mg/L)

処理水

嫌気･好気

可溶化槽
生物好気
反応槽

沈殿槽

コンポジット（2日間）採水
水質分析
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